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つながる元気、ひろがる協働

土地利用計画市民検討委員会
新しい高齢者医療制度
自動交付機を設置します
三セクのあり方検討スタート
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つながる元気、ひろがる協働特集

新しい補助金の交付団体が決まりました

つながる元気、ひろがる協働

特集

選考基準

市民活動団体インタビュー

　介護者はもちろん、家族介護経験者や
福祉施設関係者にも参加していただき、
とかく一人で悩みがちな介護者の皆さん
が自由で心穏やかに介護できるよう活動
します。みんなで足元を見つめながら文
字どおり「円」を広げたいと思います。

　給食を考えることから始まった活動が、
農家の皆さん、給食センターの皆さん、
農協の皆さんなど多くの人たちとの世代
を超えたつながりを作ってくれています。
補助金を活用することで、さらに活動の
幅も広げ、食への意識向上と協働につな
げられたらと思います。

介
護
者
の
皆
さ
ん
が

自
由
に
、
心
穏
や
か
に

介
護
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
。介護者サロン 円（まどか）

代表 柴 俊子 さん（三郷）

豊かな学校給食を考える会

代表 中島 こず江 さん（豊科）

安曇野市の財産は人です。みんなが暮らしやすく、活力のあるまちづくりを進めるには、

「職員力」とともに「住民力」を高めていくことが欠かせません。

自主的・主体的な市民活動を支援し、その輪を広げていくために、

「つながりひろがる地域づくり事業補助金」を新設しました。

な
ぜ
必
要
と
さ
れ
る
の
か

　
私
た
ち
の
社
会
生
活
は
、
こ
こ
数

十
年
で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
生
活
圏
の
拡
大
や
職
場
と
住
居
の

分
離
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
は
減
少

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
し
た
生
活
様
式
は
、

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
行
政
が
担
っ
て

き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
公
正
・
平

等
化
に
重
き
を
置
く
た
め
、
画
一
的

な
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
が
ち
で
、
こ
れ

ら
の
す
べ
て
の
ニ
ー
ズ
に
一
律
に
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
で
は
、
小
学
生
の
登

下
校
時
の
見
守
り
、
地
域
で
の
高
齢

者
向
け
サ
ロ
ン
な
ど
、
自
ら
の
意
志

に
基
づ
い
た
公
益
的
な
活
動
を
行
う

組
織
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
団
体
の
活
動
は
、

地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
発
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
が
苦
手
と
す
る
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
迅
速
で
、
独

創
的
な
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
市
民
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
狙
い
に
「
つ
な

が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業
補

助
金
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

交
付
金
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か

　　
こ
の
事
業
は
、
左
上
図
に
該
当
す

る
市
民
活
動
団
体
が
行
う
事
業
が
対

象
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の
対
象
は
、

事
務
消
耗
品
、
通
信
費
、
謝
礼
、
原

材
料
費
、
印
刷
製
本
費
、
借
上
料
、

備
品
購
入
費
（
事
業
実
施
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
も
の
）
で
、
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
、
１０
万
円
を
限
度

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
補
助
は
原

則
１
回
で
す
。
た
だ
し
、
大
き
く
こ

の
補
助
金
の
目
的
を
増
進
さ
せ
た
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
終
的
に
は
、
市
民
活
動
と
し
て

の
自
立
を
目
指
し
、
自
ら
の
資
金
で

活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

事
業
成
果
の
発
表
会
を

市
民
に
公
開
し
ま
す

　
今
年
５
月
、
広
報
紙
な
ど
で
こ
の

事
業
の
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
７
月
３

日
現
在
で
４３
件
の
応
募
が
あ
り
、
２

件
取
り
下
げ
と
な
り
、
４１
件
が
交
付

決
定
と
な
り
ま
し
た（
詳
細
次
ペ
ー
ジ
）。

各
団
体
は
今
年
度
中
に
、
こ
の
補
助

金
を
利
用
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
来
年
３
月
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
成
果
の
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
発
表
会
は
広
く
市
民
に
公
開

し
、
市
民
団
体
が
自
ら
活
動
の
評
価

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
会
を
通
じ
て
、
地
域

の
課
題
を
共
有
化
し
、
団
体
同
士
の

交
流
、
新
た
な
市
民
活
動
を
生
み
出

す
場
と
す
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
各
団
体
の
今
後
の
活
動
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

事業の実現性・具体性

● 新規事業であるか（先見性）

● 事業の実現性はどうか（実現性）

● 事業の手法は妥当かどうか（妥当性）

● 将来自立した活動につなげられるか（発展継続性）

1

協働事業としての特性

● 地域住民ニーズに対応したものであるか（公益性）

● 事業効果として住民の協働が図られるか（地域貢献）

● 地域・社会の課題解決につながるか（公共性）

● 地域の世代間等の交流が図られるか（交流）

２

団体の状況

● 市民を平等かつ公平に考え事業実施できる団体か

● 活動実績が確かであるか

３

食
を
通
じ
、

地
域
・
世
代
を
超
え
た

交
流
を
広
げ
た
い
。

烏川渓谷に自生する山あじさい。
小さな花びらが連なり、山中にひときわ目を引く。
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つながり
ひろがる
地域づくり事業
補助金交付団体

41
件

担当部署

各総合支所
地域支援課まちづくり推進係
（電話番号は裏表紙参照）

企画財政部まちづくり推進課
まちづくり推進担当
（℡71・2000）

21件
11件
４件
４件
１件

地域別応募件数

豊科総合支所
明科総合支所
三郷総合支所
堀金総合支所
穂高総合支所

交付決定状況

　今年度、この補助金への申請
は43件あり、その内、取り下げ
が2件ありました。各総合支所
で審査した結果、41件とも交付
が決定されました。

分野別応募件数

福祉・健康
文化・スポーツ
国際交流　
地域づくり
環境
教育

11件
13件
2件
6件
4件
5件

つながる元気、ひろがる協働特集

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

事業名

づく出せー花咲かせ会

真々部区史編纂及び
地区宝探し

北小PTAサマーキャンプ

安曇野いけばな展

あずみ野子ども劇場
特別公演

ボランティア活動による
支えあい地域づくり

地域高齢者の慰問

日本舞踊による
高齢者交流事業

第1回あづみの
バスケットボールリーグ

下鳥羽親子サークル
チルミル

安曇野流すてきな暮らし

ふるさとウォッチングin安曇野

しなやか健康づくり事業

地域づくり実践活動
「子ども公民館事業」
安曇野で健やかに子ども
が育つ環境づくり
（～きっかけは給食から）

市内音楽ボランティア
交流発表会

つくし会サロン

サロン琴の会

北耕地サロン

陶芸教室

中国葫芦島市少年少女
教育音楽団演奏会

事業名

安曇野に相応しいさくらを育成し、
美しい桜の花咲く故郷にする

事業名

安曇野市に於けるオーケ
ストラコンサートの開催

市内施設における文化講
演会の開催

介護情報の編集・提供事業

音声パソコン教室

事業名

おにぎりくらぶ

中国との相互交流事業

常念山麓へホタル復活の
ための事業

小田多井“花街道”

事業名

防犯講習会及びインターバル
速歩の実践講習会開催事業

御宝田マレットゴルフ場
維持管理事業

天神原夏祭り、納涼祭
開催事業

えとのイルミネーションを飾
ろう事業

潮沢廃線敷をみんなで
整備事業

龍神太鼓継承事業

天然記念木保存事業

菊づくり交流事業
（山中文化祭菊花展開催）

あすなろの会和太鼓継承事業

安曇野の里に昔懐かし素
人芝居を今に伝える事業

けやきの森公園内の
山野草保護と育成事業

申請団体名

づく出せー花咲かせ隊

真々部区

豊科北小サポート隊

安曇野いけばな協会

あずみ野子ども劇場

上鳥羽とんぼの会

白鳥会

舞踊香玖美会

安曇野市バスケット
ボール協会

下鳥羽親子サークル
チルミル

「安曇野流すてきな暮
らし」実行委員会

信州ふるさとづくり応
援団安曇野支部

本村地区社協
しなやか健康クラブ

中曽根子ども
公民館事業

豊かな学校給食を
考える会

あいずみの会
ボランティアグループ

踏入恵光院つくし会

踏入すずらんの会

踏入寿会

踏入陶芸教室

安曇野市豊科
日中友好協会

申請団体名

安曇野　緑の会

申請団体名

安曇野シンフォニー
楽友会

安曇野文化講演会

介護者サロン円

あづみ野音声パソコ
ン教室「にこにこ」

申請団体名

おにぎりくらぶ

安曇野堀金
日中友好協会

岩原山麓ホタルの会

小田多井
環境保全協議会

申請団体名

宮中区地区社協福
祉推進委員会

御宝田マレット
ゴルフクラブ

天神原夏祭実行委員会

やまぶき会

ケヤキの道

明科龍神太鼓

東川手地区
山林管理組合

山中盆栽クラブ

あすなろの会

押野一座

けやきの森クラブ

事業概要

地域の交流を深め、中高年（熟年退職者）の料理講習、薫製づくり等の「物
づくり」を実践し、将来地域の特産化につなげる。・講師謝礼、材料費など

真々部区の歴史・伝統文化を伝承するため、区史の編さんと地域再発見のウ
ォークラリー宝探しによるマップ作りを行う。・マップ製作費、器具費など

学校・学年を超えた子どもや親同士のコミュニケーション・情報交換の機会づ
くりを目指し、北小校庭で1泊2日のキャンプを実施する。・食材費、謝礼など

一般の出展者を募集し「いけばな展」を開催することにより日本の文化「い
けばな」を通しまちづくりを進める。・会場費、印刷費など

「オニガラ」特別公演の会場作りや事前ワークショップを通して、親子のふ
れあいの場や地域の人たちとの交流を図る。・公演料、会場費など

高齢者世帯の見守り活動や介護教室などを実施し、お互いに助け合いながら
安心安全に暮らせる地域社会を目指す。・謝礼、材料費など

昔話などのオリジナル劇で福祉施設や各地域の高齢者の集まりに出向き慰問
交流を行う。・謝礼、材料費など

日本舞踊による福祉施設への慰問、地域のイベント参加での交流を行うとと
もに発表会を実施する。・会場費など

市内チーム総当たりの第１回リーグ戦を手作りで実施することで、学生ばか
りでなく各世代間の交流と連帯感の醸成を図る。・備品、借上料など

小さな子を持つ親同士、また地域の方との子育ての悩み・不安を解消する交流
の機会として、さまざまな体験活動を企画実施する。・材料費、図書代など

地元農産物の知識、料理法などを学びながら、市民間・世代間交流、生産者
と消費者交流を図るとともに、農業への理解を深める。・謝礼、材料費など

地域の自然、歴史、文化などを歩きながら学び、世代間交流も進める。企画
のPRのため積極的な広報事業を行う。・広報費

地域の高齢者が月１回、健康作りと地域の助け合いのきずなを深めるため、ウ
オーキング、ストレッチ体操、寄せ植え講習などを行う。・材料費、謝礼など

地域の子どもたちの主体性を尊重し、子どもによる事業企画、広報活動を展開
し、大人もかかわることで世代間交流も推進する。・材料費、印刷製本費など

農業体験や給食まつりを通じて「食」への意識を高め、子どもたちが健やか
に育つ環境づくりを進める。・謝礼、材料費など

市内音楽ボランティアが協力・連携して邦楽の交流発表会の実施とボランテ
ィアへの要請に応えるべくガイドブックの製作。・会場費、謝礼など

健康づくりの実践活動として、寄せ植え講習、はしづくり、健康体操などを
行い地域内の和を保ち、併せて世代間の交流を図る。・謝礼、材料費など

琴を通じて地域の人たちの生きがい事業として実施する。日々技術の向上を
図り、敬老会や地域の集会に参加し交流を進める。・謝礼、備品など

高齢者の生きがいと健康づくりを目的に、講習会・講座を実施、児童館の子
どもと、ふれあい農園での交流を進める。・謝礼など

陶芸の技術向上に努め、地域の人たちを対象に陶芸教室を開催し高齢者の生
きがい対策と市民交流を深める。・備品費、謝礼など

市内小中学校での友好交流演奏会、市民対象に演奏会を行い、国際交流教育
を推進する。・滞在費、謝礼など

事業概要

安曇野市全体の桜の実態調査、この地に相応しい種類の検討、桜を見る会の
実施、育成と植樹を行う。・桜苗代など

事業概要

音楽愛好家が協力して、オーケストラコンサートを開催することにより、市の芸
術文化環境の向上、市民相互の一体感・連帯感を醸成する。・合唱指導謝礼など

安曇野文化に関する堅実な研究者、研究内容を発掘し、市民に学術的価値の
ある情報を講演会を開催して提供していく。・講師謝礼

介護にかかわる人、関心のある人たちに情報誌「円（まどか）だより」や介護
情報、効果的に学習するための材料を提供します。・事務用品など

視覚障がいのある方でも扱える音声パソコンの基本操作の習得、生活向上のための
情報交換、生活支援用具の紹介など、交流と活動の場としたい・講師謝礼など

事業概要

講演会、管理栄養士の料理講習会や勉強会を通じ、子どもの食事と健康に関する理解を
深め、食育に対する気運を高め、仲間をふやす。・講師謝礼、材料費など

中国で黄砂抑制のための植林を行い、地域では日本料理・中国料理体験、中国語講
座の開催等で日中両国民の相互理解と世代間交流を図る。・講師謝礼、材料費など

国営アルプスあづみの公園内自然水路でのホタル復活のために、会員による
水路の条件整備と幼虫の放流を継続的に行う。・消耗品費、備品購入など

区全戸で花のプランターを育て地域の交流を図るとともに、新団地の水路沿いに
花を植え、安曇野の景観づくりの一助を担う。・苗代など

事業概要

高齢者の健康維持・予防の促進のためインターバル速歩の実践を学ぶ。　地域
の防犯意識の高揚を図るため防犯講習会を開催。・講師謝礼、印刷製本費など

御宝田マレットゴルフ場整備、維持管理を地域住民自らが行い、憩いと交流
の場を創出する。・備品購入

近年造成された団地内の住民相互の交流を図り、新たな地域コミュニティー
を形成するため、昔懐かしい夏祭りを再現する。・材料費

年末年始に、地域でえとのイルミネーションを飾ることを長年取り組んでき
たが10周年を機に充実させ、地域の活性化につなげる。・材料費

ウオーキングや、森林浴など市民交流の場とするための潮沢廃線敷整備とし
て、ケヤキの間伐、側溝のたい積土砂の除去等を行う。・借り上げ料など

幅広い年代の会員で構成し、演奏を通じ地域の交流、活性化、伝統芸能の継
承に努めているが、太鼓を修理し活動を充実させる。・消耗品費

木を守り育てる心を養うとともに自然文化財としての認識を高めるため、天
然記念木、保存木等の看板を設置する。・材料費

子どもからお年寄りまで世代を超えた地域住民の親ぼくと交流を図るため、
菊づくりを推進し地区文化祭で菊花展を開催する。・苗代など

和楽器演奏を通じ地域文化の振興とコミュニケーションを図ることを目的に
活動している。子ども会員が増えたため、太鼓を整備する。・消耗品費

幅広い年齢層の座員で構成し、長年地域で公演してきた。他地域でも公演でき
るよう暗幕などを整備し、さらに交流を深める。・消耗品費、備品購入など

けやきの森公園内の山野草が減少したため、移植、育成するとともに、案内
板を設置し、地域の学習、交流の場とする。・材料費

補助金決定額

8万円

10万円

10万円

10万円

10万円

6万8,000円

5万4,000円

2万8,000円

10万円

6万円

8万円

5万円

8万2,000円

3万円

8万4,000円

3万1,000円

3万1,000円

3万円

3万8,000円

4万8,000円

10万円

補助金決定額

7万6,000円

補助金決定額

10万円

10万円

4万8,000円

9万8,000円

補助金決定額

10万円

10万円

7万3,000円

5万円

補助金決定額

4万円

6万4,000円

10万円

10万円

3万8,000円

10万円

10万円

1万5,000円

10万円

10万円

1万9,000円

豊科地域

穂高地域

三郷地域

堀金地域

明科地域

まどか
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これまでの
 検討結果について
土地利用市民検討委員会が
これまで検討してきた内容をお知らせします。

土地利用市民検討委員会

　
土
地
利
用
計
画
は
、
安
曇
野
市
の

価
値
あ
る
財
産
を
守
り
な
が
ら
、
活

気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
上
で
大
切
な
計
画
で
す
。

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
市
民
検
討

委
員
会
」
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
検

討
す
る
「
専
門
委
員
会
」
を
組
織
し
、

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
本
年
１１
月
ご
ろ
に
は
、
市
内
を
２０

地
区
程
度
に
分
け
て
検
討
経
過
と
一

定
の
計
画
案
を
提
示
し
な
が
ら
説
明

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
市
民
検
討
委
員
会
の
現

段
階
で
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

目
標
年
次

◎
検
討
結
果
　
今
後
２０
年
ほ
ど
先
を

見
据
え
て
、
平
成
２３
年
か
ら
１０
年
間

の
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
。
た

だ
し
、
そ
の
計
画
は
５
年
ご
と
に
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

◎
解
説
　
こ
れ
は
、
な
る
べ
く
土
地

利
用
計
画
を
長
期
間
の
計
画
と
す
る

一
方
で
、
時
代
の
変
遷
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
計
画
の
期

間
内
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

将
来
の
人
口
に
対
す
る
考
え
方

◎
検
討
結
果
　
こ
の
地
に
暮
ら
し
た

い
人
を
受
け
入
れ
、
で
き
る
か
ぎ
り

人
口
増
を
維
持
し
て
い
く
。

◎
解
説
　
全
国
的
に
人
口
減
少
の
傾

向
に
あ
る
中
で
、
安
曇
野
市
は
今
後

も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
魅
力
あ

る
安
曇
野
で
あ
る
こ
と
が
人
口
維
持
、

あ
る
い
は
増
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。

目
標
像

◎
検
討
結
果
　
「
山
岳
と
田
園
が

育
む
よ
さ
を
大
切
に
し
、
暮
ら
し

や
す
さ
を
み
ん
な
で
共
有
で
き
る

ま
ち
」

◎
解
説
 
昨
年
１０
月
の
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
と
市
民
検
討
委
員
会
が

描
く
安
曇
野
市
の
将
来
は
共
通
項

と
し
て
、「
魅
力
を
育
む
山
岳
、
田

園
、
き
れ
い
な
水
の
継
承
」
、
「
緑

豊
か
で
心
地
よ
い
暮
ら
し
と
す
ま

い
の
実
現
」
、
「
安
曇
野
な
ら
で
は

の
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
」

の
３
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
た
土
地
利
用
の
目

標
像
を
定
め
ま
し
た
。

基
本
方
針

◎
検
討
結
果
（
右
図
の
と
お
り
）

◎
解
説
　
目
標
像
を
達
成
す
る
た
め

に
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し

た
。
こ
の
基
本
方
針
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

農地の保全・農業の育成

～「農」を大事にするまち～

良好な住環境の形成・育成

～暮らしやすさをみんなが共有できるまち～

商工業・観光の振興と育成

～資源を産業に活かせるまち～

●多様な機能を有する農地、

 優良な農地を保全する。

●農業・農地を支える仕組み

 の充実を図り、その大切さ

 を伝えていく。

●きれいな水や空気、美しい

 景観を未来に受け継ぎ、暮

 らしやすい環境の形成と良

 好な景観の育成に努める。

●景観や周辺環境との調和に

 配慮した質の高い住環境を

 つくる。

●良好な環境を活かし、「働く

 場」「安らぐ場」としての魅

 力を育てる。

●安曇野の魅力を活かした産

 業の誘致、観光の振興を図

 ることができる仕組みをつ

 くる。

土
地
利
用
の
原
則
 

◎
検
討
結
果
（
下
記
の
と
お
り
）

◎
解
説
　
土
地
利
用
の
３
つ
の
基

本
方
針
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、

お
お
か
た
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
納

得
で
き
る
よ
う
な
原
則
を
定
め
ま

し
た
。

今
あ
る
農
地
を
守
り
、

活
か
す
た
め
の
原
則

︵
原
則
１
︶
一
定
の
ま
と
ま
り
が
あ

り
、
そ
の
機
能
保
持
に
投
資
を
し

て
き
た
優
良
農
地
を
保
全
す
る
。

︵
原
則
２
︶
今
後
の
開
発
は
、
宅
地

と
混
在
す
る
よ
う
な
生
産
性
に
課

題
の
あ
る
農
地
に
限
定
す
る
。

︵
原
則
３
︶
農
地
の
保
全
の
方
策
を

耕
作
者
だ
け
に
そ
の
責
任
を
押
し

つ
け
ず
、
行
政
、
市
民
の
連
携
に

よ
り
全
市
を
あ
げ
様
々
な
工
夫
を

講
じ
て
い
く
。

新
た
に
建
物
を
つ
く
る
際
の

﹁
立
地
・
用
途
﹂
の
原
則

︻
住
宅
地
︼

︵
原
則
４
︶
新
た
な
住
宅
は
既
存
の

市
街
地
や
集
落
の
周
辺
に
集
約
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

︵
原
則
５
︶
農
地
の
広
が
る
区
域
で

は
、
営
農
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

開
発
可
能
な
範
囲
を
定
め
、
秩
序

あ
る
宅
地
整
備
を
誘
導
す
る
。

︻
商
工
業
地
︼

︵
原
則
６
︶
店
舗
や
工
場
等
の
大
き

な
施
設
を
つ
く
る
際
に
は
、
そ
の

立
地
の
要
否
を
住
民
が
ケ
ー
ス
ご

と
に
適
切
に
判
断
で
き
る
し
く
み

を
設
け
る
。

︵
原
則
７
︶
大
規
模
工
業
地
は
、
既

存
施
設
の
周
辺
に
集
約
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
新
た
に
設
け
る
場

合
も
一
定
の
ま
と
ま
り
を
確
保
す
る
。

︵
原
則
８
︶
住
宅
地
で
の
身
近
な
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
店
舗
、
商
店
の

立
地
を
許
容
し
、
そ
の
育
成
に
努

め
る
方
策
と
の
連
携
を
図
る
。

新
た
に
建
物
を
つ
く
る
際
の

﹁
形
態
﹂
の
原
則

︵
原
則
９
︶
市
全
域
に
お
い
て
、
周

辺
の
景
観
を
阻
害
す
る
高
い
建
物
、

景
観
に
馴
染
ま
な
い
派
手
な
色
彩

の
建
物
を
規
制
す
る
。

︵
原
則
１０
︶
農
地
の
広
が
る
環
境
に

新
た
に
整
備
さ
れ
る
宅
地
で
は
、

周
辺
の
環
境
や
景
観
に
調
和
さ
せ

た
も
の
と
し
、
緑
豊
か
で
ゆ
と
り

あ
る
環
境
を
つ
く
る
。

市
民
参
加
の
原
則

︵
原
則
１１
︶
住
民
一
人
ひ
と
り
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
住
民
主
体

と
な
っ
て
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を

図
る
。

検討結果のポイント

目標年次　平成23年から10年間（５年ごと見直し）

目 標 像　「山岳と田園が育むよさを大切にし、
　　　　　暮らしやすさをみんなで共有できるまち」

基本方針　①農地の保全・農業の育成
　　　　　②良好な住環境の形成・育成
　　　　　③商工業・観光の振興と育成

土地利用１１の原則　　詳細は本文中

安
曇
野
市
発
展
の

礎
と
な
る
計
画
策
定

　
安
曇
野
市
は
、
産
業
・
観
光
・
自
然

環
境
な
ど
特
色
の
あ
る
町
村
が
合
併
し

た
こ
と
で
、
県
内
外
か
ら
大
変
注
目
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
地
利
用
計
画

は
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
礎
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
委
員

一
同
そ
の
任
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
検
討
委
員
会
で
は
、
将
来
の
目

標
像
を
「
山
岳
と
田
園
が
育
む
よ
さ
を

大
切
に
し
、
暮
ら
し
や
す
さ
を
み
ん
な

で
共
有
で
き
る
ま
ち
」
と
し
、
目
標
像

を
具
体
的
に
実
践
す
る
た
め
の
１１
の
原

則
を
導
き
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
原
則
を
達
成
す
る
た
め
の
土

地
利
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
に
入
り
、

い
よ
い
よ
難
し
い
問
題
に
直
面
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
く
と
共
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

土地利用市民検討委員会

宮澤 �正士 会�長
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高齢者の
医療制度を創設
現行の老人保健制度に変わり、
「後期高齢者医療制度」が創設されます。

平成20年4月

　
老
人
の
医
療
費
を
中
心
に
、
国
民

全
体
の
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
る

な
か
、
世
代
間
の
負
担
を
明
確
に
し
、

公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
に
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
７５

歳
以
上
の
高
齢
者（
６５
歳
以
上
で
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
）は
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
変
わ
り
、

来
年
４
月
に
創
設
さ
れ
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　
７５
歳
以
上
の
人
、
６５
歳
以
上
で
一

定
以
上
の
障
害
が
あ
る
と
市
町
村
が

認
定
し
た
人
、
す
べ
て
が
加
入
者
と

な
り
ま
す
。

具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の
？

　
こ
の
制
度
で
は
、
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
に
あ
て
る
た

め
、
「
保
険
料
」
を
被
保
険
者
全
員

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
保
険
料
は
、
県
ご
と
に
一
律

の
保
険
料
率
が
設
定
さ
れ
、
所
得
に

応
じ
て
一
人
ひ
と
り
の
金
額
は
異
な

り
ま
す
。
納
付
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
「
天
引
き
」
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
軽
減
措
置
も

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

公
費（
国
、
県
、
市
町
村
）が
約
５
割

を
負
担
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援（
若

年
者
の
保
険
料
）が
約
４
割
を
負
担

し
、
残
り
の
１
割
を
高
齢
者
の
皆
さ

ん
か
ら
保
険
料
と
し
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す（
下
図
参
照
）。

給
付
は

老
人
保
健
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
窓

口
負
担
は
、
老
人
保
健
と
変
わ
ら
ず
、

原
則
、
一
般
の
人
は
１
割
負
担
が
継

続
さ
れ
ま
す
。
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
人
は
３
割
負
担
で
す
。

　
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
支
給
、

高
額
療
養
費
の
支
給
、
訪
問
看
護
療

養
費
の
支
給
、
移
送
費
の
支
給
な
ど
、

申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
給
付
を
同
様
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

保
険
証
は
１
人
１
枚

　
被
保
険
者
全
員
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
独
自
の
「
保
険
証
」
が
、
１

人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証

は
カ
ー
ド
型
で
小
さ
く
な
り
ま
す
。

改正のポイント
■ ７５歳以上の人が対象となります。
　 （一定以上の障害のある方は６５歳以上） 

■ 医療費の負担割合は一般が１割、現役並 
　 み所得者が３割です。 

■ 保険料は原則として年金から徴収します。 

■ 制度の運営主体は広域連合が行います。 

■ 窓口業務、保険料の徴収は市町村が行い
　 ます。

広
域
連
合
が
運
営
主
体

　
保
険
料
の
決
定
や
医
療
を
受
け
た

と
き
の
給
付
な
ど
の
運
営
主
体
は
「
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
担
当
し
ま
す
。
市
町
村
は
、
保
険

料
の
徴
収
、
申
請
や
届
け
出
の
受
付

や
保
険
証
の
引
き
渡
し
な
ど
窓
口
業

務
を
担
当
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
 

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
℡
０
２
６
・
２
２
９
・
５
３
２
０
）

市
民
環
境
部
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
３
１
３
１
）

　
平
成
１９
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
平
成
１９
年
度
の
住
民
税
の
課

税
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
負
担
す
る
一
部
負
担

金
の
負
担
割
合（
１
割
な
い
し
３
割
）

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
対
象
者
に
は
新
し

い
老
人
医
療
受
給
者
証
と
国
保
高
齢

受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

︻
老
人
医
療
受
給
者
︼

①
受
給
者
証
の
交
付

　
課
税
所
得
な
ど
の
判
定
に
よ
り
、

す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
老
人
医
療

受
給
者
証
の
負
担
割
合
が
変
更
に
な

る
人
に
の
み
、
８
月
１
日
か
ら
使
用

い
た
だ
く
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
一
部
負
担

金
の
割
合
に
変
更
が
な
い
人
は
、
現

在
お
持
ち
の
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
引
き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

②
旧
受
給
者
証
の
取
り
扱
い

　
新
た
な
一
部
負
担
金
の
割
合
を
記
し

た
老
人
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ

た
人
は
、旧
受
給
者
証
を
必
ず
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。旧
受
給
者
証
を
使
用
す

る
と
、不
正
行
為
と
見
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
国
保
高
齢
受
給
者

（
誕
生
日
が
昭
和
７
年
１０
月
１
日
以
降
、

昭
和
１２
年
８
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

①
受
給
者
証
の
交
付

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
い
た
だ
く
「
国

保
高
齢
受
給
者
証
」
は
全
員
に
送
付

し
ま
す
。

②
旧
受
給
者
証
の
取
り
扱
い

　
今
ま
で
お
使
い
の
国
保
高
齢
受
給

者
証
は
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、必
ず
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
 
市
民
課
国
保
年
金

担
当（
℡
８２
・
３
１
３
１
）、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
国
保
年
金
係

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
険
税（
医
療
分
）の
基
礎
賦
課
額
に

か
か
わ
る
限
度
額（
年
税
額
）が
本
年

度
か
ら
５３
万
円
か
ら
５６
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
基
礎
賦
課
額
に
か
か
わ
る
限
度
額

と
は
、
保
険
税
を
計
算
す
る
と
き
、

一
定
の
金
額
に
達
し
た
場
合
、
こ
れ

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ

る
上
限
額
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
税
に
対
す
る
平
等
と
公
平

性
を
保
持
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
対
し
て
、
一
定
の
基

準
を
整
備
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容

は
市
民
課
国
保
年
金
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
つ
の
受
給
者
証
が

変
わ
り
ま
す

保
険
税
の

算
定
と
減
免
の
扱
い
が

一
部
変
わ
り
ま
す

国
保
か
ら

お
知
ら
せ

医療費費用の負担割合

医療費

患者負担を除く医療費

患者負担 公費
国・県・市町村

５割
病院等での
窓口負担

各医療保険者
（国保・社保など）

４割

保
険
料 

１
割

・
・
・

老人医療受給者証

国保高齢受給者証
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早い！ 簡単！ 便利！

自動交付機を設置します
住民票・印鑑証明書を交付する自動交付機を、
新たに豊科、三郷の総合支所に設置し、9月から稼働します。

市政トピックス

�� 7月号広報 月号

明北小、豊科南小のプールが完成

＊ T O P I C S

しゅん工

豊科南小の低学年用プール

　明北小学校と豊科南小学校のプールがこのほど完

成し、６月１１日に引渡し式が行われました。

　明北小学校にできたのは、２５ｍの高学年用プー

ルに低学年用が併設されている低高学年兼用プール

で、総事業費は約１億８５７万円。豊科南小学校には、

２５ｍの高学年用と１５ｍの低学年用の２つのプール

が完成し、総事業費は約１億３,０８０万円となりました。

　いずれのプールも、吸い込み事故防止のための吸

水方式や、柔らかく滑りにくい素材をプールサイド

に採用するなど、安全面への配慮がされています。

9月から
利用できます！

自動交付機とは？
　印鑑登録証明書と住民票（個人・世帯全員）の写し
を自動で発行する交付機です。年末年始（※１）を除
く毎日、午前７時から午後７時まで利用できます。
現在は穂高総合支所に設置されています。

利用するには？
　印鑑登録と暗証番号（数字４桁）登録をした「安曇
野市民カード」または「ホタカタウンカード」が必
要になります。

登録方法は？
　下記（①と②）を持参し、必ずご本人が各総合支所
の市民福祉課窓口で登録手続きをしてください（※２）。
① 旧町村の印鑑登録証（ラミネートタイプ）、ホタ  
　   カタウンカード、安曇野市民カード
② 官公署発行で顔写真入りの本人確認書類（運転免
　  許証、パスポートなど）

（※１）１２月２９日～１月３日
（※２）本人確認書類がない場合は、暗証番号登録申請書の保証人欄に市
　　　 内で印鑑登録をしている人の署名登録印の押印が必要になります。

旧町村の印鑑登録証やホタカタウンカードは、安曇野市民カード

に引き換えをしています。

官学連携

行政改革 第三セクターのあり方について検討が始まる

安曇野の景観とその価値について考える

昨年実施されたアンケート結果の分析報告も行われた

　市が連携協定を結ぶ信大人文学部の調査研究報告

会が７月２７日、豊科ふれあいホールで行われました。

　土地利用と景観形成、観光と景観など、今後の安

曇野市の景観を考える上での現状や課題を整理した

内容となりました。約８０人の参加者は、村山研一教授、

渡辺勉准教授からのスライドなどを使った話に、熱

心に耳を傾けていました。

　本調査の詳細は、信大人文学部のホームページで

ご覧いただくことができます。また、この研究は今

年も引き続き実施されます。

　安曇野市出資法人あり方検討専門委員会が６月

２７日、堀金総合支所会議室で行われました。

　この日は、専門委員に平林市長から任命書が手

渡されました。委員には、高崎経済大学大学院准

教授の河藤佳彦さん、佐々木会計事務所所長の佐々

木一夫さん、株式会社ちくま精機代表取締役の花

村薫さん、財団法人長野経済研究所理事・調査部

長の平尾勇さんが任命されました。また、この中

から委員長には元大阪府職員で第三セクターの見

直しなどに携わった経験がある河藤さんが就任し

ました。平林市長は「経営状況など客観的、シビ

アに評価をしてほしい。そして、課題を検証し、どのように解決していくべきか、また今後の市

のかかわり方など議論してほしい」とあいさつしました。

　調査検討の対象法人は、市の出資等の比率が２５％以上の８法人（下表参照）です。今後は、各法

人が作成した運営に関する調書などをもとにヒアリングを行い、経営評価および法人形態、市の

人的・財政的関与の必要性および妥当性などの現状把握と検証を行います。そして、見直しが必

要な出資法人については、抜本的な対策や改善策などをまとめ、本年度中に平林市長に報告書を

提出する予定です。

各分野の専門家による検討がスタート

対　象　法　人 主　な　事　業

株式会社ファインビュー室山
株 式 会 社 ほ り で ー ゆ ～
株式会社三郷農業振興公社
株式会社三郷ベジタブル
穂 高 温 泉 供 給 株 式 会 社
社 団 法 人 豊 科 開 発 公 社
財 団 法 人 豊 科 文 化 財 団
財 団 法 人 三 郷 開 発 公 社

ファインビュー室山の管理運営
ほりでーゆ～四季の郷および周辺施設の管理運営
畜糞を原料とした堆肥製造・販売
トマト栽培施設の管理運営・栽培と販売
温泉関連施設の管理運営
安曇野の里（ビレッジ安曇野など）の管理運営
豊科近代美術館・豊科郷土博物館・田淵行男記念館および飯沼飛行士記念館の管理運営
温泉活用事業など
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安曇野のラッパが優勝
７/１�松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

　松本消防協会は７月１日、松本消防協会ポン
プ操法大会・ラッパ吹奏大会を堀金の（株）ハマ
キョウフレックスあずみ野物流センターと堀金
中学校で開催しました。
　競技は、ポンプ車操法・小型ポンプ操法・ラ
ッパ吹奏の３種目で、松本地方の２３チームが出場。
ポンプ車操法の部で第１３分団第３部（堀金）が準
優勝、ラッパ吹奏の部で音楽喇叭隊が優勝を果
たしました。優勝した音楽喇叭隊は、８月５日
に下伊那郡喬木村で開かれる県大会に出場します。

幽玄の世界を学ぶ
６/19 能楽教室

凛とした花に誘われ
６/16、17 安曇野明科あやめまつり

　市観光協会などが主催する第２３回あ
やめまつりが６月１１日から３０日まで明
科の龍門渕公園・あやめ公園で行われ
ました。期間中の１６日と１７日には、メ
インイベントとして、カヌー大会や歌
や踊りのイベント、また、今年からラ
フティングの体験が行われました。
　この両日は梅雨の中休みで、好天と
なり、親子連れなど大勢の来場者が、
イベントを満喫しました。
　このイベントに初めて訪れたという
市内在住の５０代の女性は、「水にかか
わる企画が多く、さわやかなイベント
でした」と話しました。

新タマネギの収穫ににぎわう
6/16、17 安曇野とよしな玉ねぎ祭り

　タマネギの収穫体験や直売を行う「安
曇野とよしな玉ねぎ祭り」が６月１６日
と１７日、豊科と堀金地域の１４会場で開
かれました。
　真々部公民館近くの会場では、開始
時間前から多くの人が集まり、新タマ
ネギの収穫体験に汗を流しました。今
年で２回目の参加となる松本市から来
た男性は「今年は玉が大きく、いかに
もおいしそう。一緒に参加した孫たちは、
前日から収穫を楽しみにしていました」
と話しました。
　この祭りは、地元の集落営農組合を
中心に平成１０年から開催されています。
タマネギづくりとその販売を通じて、
組合員同士の輪、生産者と消費者の輪は、
毎年広がりを見せています。

新たな地域文化の広がりを
6/24 第1回安曇野市公民館大会

　市として初めての開催となる、安曇野市
公民館大会が６月２４日、堀金総合体育館で
開かれました。
　この日は、市内９９の地区公民館の役員を
中心に約３５０人が参加。事例発表や記念講
演を通じて、公民館活動への理解を深めま
した。事例発表では、牧地区公民館（穂高）
と扇町地区公民館（堀金）が、価値観の多様
化や高齢化に伴う活動の難しさや、これま
での活動の成果をそれぞれ発表しました。

食を伝える、楽しむ
6/27 安曇野流すてきな暮らし

　地元の食材を使った料理などを学ぶ「安
曇野流すてきな暮らし」が６月２７日、真々
部公民館で始まりました。
　この講座は、昨年に市と農業改良普及セ
ンターが開催した講座の参加者が、さらに
食を学び、楽しもうと自主的に企画し開催
しました。参加者の鈴木仁美さん（穂高柏
原）は、「近くにある食材をもっと積極的
に使いたいと思い参加した。ぜひ家でやっ
てみたい」と話しました。今後は、地元の
夕顔を使ったかんぴょう作り、竹を使って
焼くバームクーヘン作りなどを行う予定です。

　市教育委員会は ６月１９日、能の世界に親しん
でもらおうと能楽教室を穂高南小学校で開きま
した。この日は穂高南小学校の児童と市民など
約７００人が参加。講師に能楽師の青木道喜さん
を迎えて、立命館大学能楽部の学生など８人が、
能の演目「土蜘蛛」を上演しました。児童たちは、
能楽の独特な言い回しや舞いの動きに興味津々。
児童代表の南沢拓法君は、「能は表情を出しては
いけないなど、初めて知りました。能が長く続
いた訳が分かった気がします」と話しました。

りん

つち  ぐ    も

たくのり

らっぱ

ゆう     げん



安曇野市教育委員会
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名
誉
市
民
で
観
世
流
能
楽
師
と
し

て
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の

栄
誉
を
受
け
た
故
・
青
木
祥
二
郎
氏
。

　
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
明
科
で
、
今

年
も
信
州
安
曇
野
薪
能
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
の
演
目
は
、
能
楽
「
羽
衣
」

と
「
大
会
」
、
狂
言
「
水
掛
聟
」
な

ど
で
す
。

■
日
時
　
８
月
１８
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
４
時
３０
分
開
場

　
　
　
　
午
後
５
時
２０
分
開
演

し
ょ
う
じ

ろ
う

は
ご
ろ
も

だ
い
　
え

み
ず
か
け
む
こ

FAX

わ

ご
う

の

ま
い

か
よ
い
こ
ま
ち
　
　
あ
ま

よ

の

で
ん

■
場
所
　
明
科
龍
門
渕
公
園
　
特
設

　
能
舞
台
（
雨
天
の
場
合
明
科
体
育
館
）

■
演
目

能
　
羽
衣
　
和
合
之
舞

　
　
青
木
道
喜
、
宝
生
欣
哉

狂
言
　
水
掛
聟

　
　
茂
山
七
五
三
、
茂
山
正
邦
、

 
 
茂
山
宗
彦

舞
囃
子
　
通
小
町
 
雨
夜
之
伝

　
　
片
山
九
郎
右
衛
門（
人
間
国
宝
）

能
　
大
会

 
 
片
山
清
司
、
宝
生
欣
哉
、

 
 
茂
山
七
五
三

■
入
場
料

　
一
般
　
前
売
り
　
３
、０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
　
　
３
、５
０
０
円

　
学
生（
大
学
生
等
）１
、０
０
０
円

　
　
　（
高
校
生
以
下
）
５
０
０
円

　
　
　
　
　
※
前
売
り
、
当
日
共
通

■
入
場
券
取
り
扱
い
所

　
安
曇
野
市
公
民
館
各
分
館
、
平
安

　
堂
あ
づ
み
野
店
、
市
民
タ
イ
ム
ス

　
安
曇
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

　
ン
タ
ー
、
明
金
堂
書
店
、
豊
科
サ

　
テ
ィ
ほ
か

■
そ
の
他
　
軽
食
・
飲
み
物
の
販
売

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
次
の
と
お
り

　
送
迎
無
料
バ
ス
が
出
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
　
午
後
２
時
４０
分
発

　
Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
 
午
後
３
時
発

■
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　（
℡
６２
・４
５
６
５
・
　
６２
・３
５
２
５
）

　
身
近
な
不
思
議
を
体
験
で
き
る
移

動
科
学
館
が
や
っ
て
き
ま
す
。
遊
び

な
が
ら
、
学
び
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
科
学
の
芽
を
育
て
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
２８
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

　
ツ
施
設
体
育
館

■
対
象
　
小
学
生
、
幼
児
（
親
子
で

　
の
参
加
も
可
）

■
参
加
料
　
無
料（
一
部
の
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
の
み
先
着
順
で
２
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
子
ど

　
も
支
援
係
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
東
京
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
管

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
今
年
は
ボ
ヘ
ミ
ア
と
チ
ロ
ル

の
音
楽
特
集
を
加
え
た
信
州
の
夏
に

ぴ
っ
た
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
日
時
　
８
月
２
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
堂

■
入
場
料
　
無
料

※
当
日
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

　
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交

　
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高

　
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

体
験
し
て
み
よ
う
、
発
見
し
て
み
よ
う

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

イ
ン
・
あ
づ
み
の

夏の夜のひととき、
かがり火が幽玄の世界を照らし出します
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①駿河国三保の松原に住む漁師白龍
が、釣から帰ってくると、

②音楽が聞こえ、いい匂いがしてき
ます。

③見まわすと、一本の松に美しい衣
が掛かっており、

④白龍は、家宝にしようと思い、衣
を取ります。

⑤すると、一人の女が呼びとめ、衣
を返してほしいと頼みます。

⑥聞けば、女は天人で、衣は天の羽
衣だと言い、

⑦白龍は、そんな珍しいものであること
を喜び、ますます返そうとしません。

⑧天人は、羽衣がなくては天に帰れ
ないと悲しみ、

⑨あまりの哀れさに、白龍は、衣を返
すかわりに、舞を見せてほしいと頼み、

⑩天人は喜んで承知し、羽衣をまとい、 ⑪月世界の天人の生活の面白さや、
三保の松原の景色を讃え、

⑫駿河舞をまいながら、天へと帰っ
て行きます。

絵と文 渡辺睦子 （『マンガ能百番』平凡社刊より）

第17回  

信州安曇野
薪能

能「羽衣」はどんな話？
春うららかな陽ざしのもと、白砂青松のどかな浦では、

天神が、楽しげに、昼下がりの一時を、過ごしておった。

東
京
藝
術
大
学
生
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

夏
の
夜
の

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

する が

あま

はく��しゃ��せい�しょう



昨年のフィールドチャレンジャー

　
自
然
や
文
化
を
身
体
で
感
じ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽
し
い
活
動
で
す
。

今
年
は
全
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
わ
さ
び
農
場
で
収
穫

を
体
験
し
、
わ
さ
び
漬
け
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
す
。
午
後
は
、
わ
き
水
の

あ
る
自
然
の
中
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

■
活
動
内
容
　

　
第
１
回
「
安
曇
野
名
産
！
わ
さ
び

　
収
穫
と
わ
さ
び
漬
け
体
験
」

■
日
時
 
８
月
１２
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
主
な
場
所
 
安
曇
野
の
里
（
豊
科

　
南
穂
高
）

■
対
象
 
小
学
校
４
〜
６
年
生

■
定
員
 
２５
人

■
申
し
込
み
方
法
 
７
月
２５
日（
水
）

　
か
ら
８
月
３
日（
金
）ま
で
の
間
に
、

　
穂
高
会
館
内
穂
高
教
育
課
ま
で
お

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。詳

　
細
は
、
申
込
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　
穂
高
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

 
常
念
山
脈
に
属
す
燕
岳
は
、
中
学

生
の
学
校
登
山
な
ど
、
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
登
山
コ

ー
ス
で
す
。
下
山
後
は
有
明
荘
で
休

憩
し
、
入
浴
と
昼
食
を
と
り
ま
す
。

■
事
前
講
習
会

　
１
回
目
　
８
月
８
日（
水
）

　
２
回
目
　
８
月
２２
日（
水
）

　〔
時
間
〕
午
後
７
時
〜

　〔
場
所
〕
穂
高
総
合
体
育
館
会
議
室

■
登
山
日

　
９
月
２
日（
日
）〜
３
日（
月
）

■
場
所
 
中
房
か
ら
燕
岳

　
　
　
　（
燕
山
荘
宿
泊
）往
復

■
講
師
・
引
率
 
長
野
県
山
岳
協
会
指

　
導
員
・
市
体
育
指
導
委
員

■
対
象
 
一
般（
お
お
む
ね
６５
歳
ま

　
で
で
体
力
に
自
信
が
あ
る
人
、
事

　
前
講
習
会
を
受
講
し
た
人
）

■
定
員
 
２０
人
（
参
加
希
望
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
）

■
費
用
 
参
加
者
実
費
負
担
１
万

　
５
、０
０
０
円（
保
険
・
講
座
参
加

　
料
・
宿
泊
・
昼
食
代
な
ど
）。
事

　
前
講
習
会
終
了
時
に
納
入
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法
 
７
月
２５
日（
水
）

　
か
ら
７
月
３１
日（
火
）ま
で
に
穂
高

　
会
館
内
教
育
課
窓
口
に
印
鑑
を
持

　
参
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
 
穂
高
会
館
内
穂
高

　
教
育
課
社
会
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

　
地
域
住
民
の
健
康
・
体
力
向
上
と

市
民
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
目
的
に

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
 
８
月
２９
日（
水
）

■
場
所
 
豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
参
加
資
格
 
市
内
在
住
者
・
勤
務
 

 

　
者
な
ら
び
に
出
身
者

■
参
加
費
 
３
、０
０
０
円（
別
途
プ

　
レ
ー
代
）

■
申
し
込
み
方
法
 
８
月
６
日（
月
）

　
ま
で
に
左
記
ま
で
電
話
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
 
明
科
地
域
体
育
協

　
会
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

　
　（
明
科
公
民
館
℡
６２
・
４
６
０
５
）

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
安
曇

野
を
描
い
た
貴
重
な
絵
地
図
を
展
示

し
ま
す
。
文
字
資
料
か
ら
は
読
み
取

れ
な
い
、
当
時
の
人
々
の
生
活
や
世

界
観
も
、
色
鮮
や
か
な
絵
地
図
か
ら

は
簡
単
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
時
間
と
空
間
を
超
え
た
安
曇
野

の
旅
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

■
会
期

　
８
月
１
日（
水
）〜
３１
日（
金
）

■
場
所
 
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料

　
大
人
　
　
　
３
０
０（
２
４
０
）円

　
小
・
中
学
生
１
５
０（
１
２
０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
 

特
別
展
に
ち
な
ん
だ
講
座

 ﹁
地
図
と
私
た
ち
﹂

　
　

　
国
土
地
理
院
の
技
術
専
門
員
を
招

き
、
測
量
や
地
図
が
私
た
ち
の
生
活

に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、

ま
た
戦
時
中
の
安
曇
野
と
国
土
地
理

院
の
意
外
な
関
係
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

■
日
時
 
８
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
 
豊
科
郷
土
博
物
館
学
習
室

■
講
師
 
柴
原
充
さ
ん

　（
国
土
地
理
院
　
関
東
地
方
測
量
部

　
測
量
課
　
技
術
専
門
員
）

■
受
講
料
 
無
料

※
博
物
館
観
覧
の
際
に
は
入
館
料（
団

　
体
料
金
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 
特
別
講
演
 

 ﹁
信
越
文
化
の
交
流
︲
塩
の
道

�
千
国
街
道
を
仲
立
ち
と
し
て
﹂

　
「
塩
の
道
」
と
し
て
知
ら
れ
る
千

国
街
道
は
物
流
の
道
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
信
越
の
文
化
や
思
想
を
も
運

ぶ
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
絵
地

図
に
描
か
れ
た
古
道
が
ど
の
よ
う
な

変
遷
を
遂
げ
た
の
か
、
民
俗
研
究
家

の
田
中
欣
一
さ
ん
を
招
き
、
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
 
8
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

■
場
所
�
豊
科
公
民
館
２
階
大
会
議
室

■
講
師
 
田
中
欣
一
さ
ん

　
　
　
　（
民
俗
研
究
家
）

■
受
講
料
 
無
料
　

※
博
物
館
観
覧
の
際
に
は
入
館
料（
団

　
体
料
金
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
こ
け
だ
ま
」
と
は
、
日
本
で
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
盆
栽
や
生

花
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の

で
す
。
親
子
で
可
愛
ら
し
い
こ
け
だ

ま
の
作
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
日
本

の
伝
統
文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
 
８
月
３
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

■
場
所
 
豊
科
郷
土
博
物
館
学
習
室

■
講
師
 
山
草
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

　
ジ
メ
ン
ト
店「
カ
レ
ン
」ス
タ
ッ
フ

■
受
講
料
 
１
、０
０
０
円

　（
製
作
費
・
入
館
料
込
）

■
定
員
 
３０
人

■
持
ち
物
 
ビ
ニ
ー
ル
袋（
こ
け
だ

　
ま
を
持
ち
帰
る
た
め
の
も
の
）

■
申
し
込
み
方
法
 
７
月
２４
日（
火
）

　
か
ら
申
し
込
み
受
付
開
始
。
お
電

　
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
 

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

北安曇教育会所蔵
「松本藩領村々絵図」（部分）
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第
2
回
　
安
曇
野
明
科

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

穂
高
公
民
館
・
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

フ
ィ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

第
１
回
隊
員
募
集

社
会
体
育
講
座
・
登
山
教
室

安
曇
野
か
ら
見
え
る

嶺
に
登
ろ
う
〜
燕
岳
〜

豊
科
郷
土
博
物
館

特
別
展
「
絵
地
図
で
旅
す
る
安
曇
野
」

豊
科
博
物
館
講
座

親
子
で
作
る

こ
け
だ
ま
講
習
会
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安
曇
野
出
身
の
作
家
た
ち
が
日
本

の
彫
刻
界
に
刻
ん
だ
足
跡
を
た
ど
る

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
安
曇
野

で
活
躍
中
の
彫
刻
家
、
丸
山
雅
秋
・

小
林
亮
介
・
片
桐
克
彦
・
山
崎
豊
三

の
作
品
を
中
心
に
、
所
蔵
す
る
高
田

博
厚
・
特
別
出
展
の
舟
越
桂
・
小
林

且
典
の
作
品
を
と
も
に
展
示
し
、
安

曇
野
か
ら
日
本
の
彫
刻
界
の
今
を
見

つ
め
ま
す
。

　
ま
た
、
出
品
作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
多
数
開
催
し
ま
す
。

　
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
荻
原
守

衛
に
影
響
を
受
け
、
碌
山
以
後
の
安

曇
野
で
活
躍
し
た
小
川
大
系
・
小
林

章
の
作
品
を
振
り
返
り
ま
す
。

■
会
期
 
７
月
２１
日（
土
）

　
　
　
　
　
〜
９
月
１７
日（
月
・
祝
）

■
場
所
 
豊
科
近
代
美
術
館
・
豊
科

　
郷
土
博
物
館

■
観
覧
料
 （
２
館
共
通
料
金
）

　
大
人
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
大
学
生
、高
校
生
等
４
０
０
円
　

　
小
・
中
学
生
　
　
　
２
０
０
円

　（
団
体
割
引
有
）

■
休
館
日
 
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
、

　
開
館
）・
祝
日
の
翌
日
。
た
だ
し
、

　
８
月
１３
日（
月
）は
開
館
。

■
問
い
合
わ
せ
 
豊
科
近
代
美
術
館

　（
℡
７３
・
５
６
３
８
）、
豊
科
郷
土

　
博
物
館（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
田
淵
行
男
は
、
自
然
写
真
の
開
拓

者
と
し
て
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま
し

た
。

　
写
真
家
の
今
森
光
彦
さ
ん
は
、
自

然
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
テ
ー
マ
と

し
、
琵
琶
湖
を
拠
点
に
里
山
や
昆
虫

の
世
界
と
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

少
年
期
よ
り
昆
虫
の
魅
力
に
と
り
つ

か
れ
た
と
い
う
生
い
立
ち
や
、
昆
虫

の
世
界
か
ら
写
真
家
と
し
て
の
道
を

歩
ん
だ
と
い
う
経
歴
は
、
田
淵
行
男

の
生
涯
と
重
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
１１
月
１１
日（
日
）ま
で
「
山

と
高
山
蝶
〜
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
の

原
点
〜
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
会
期
 
７
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
〜
８
月
２６
日（
日
）

■
展
示
内
容
　

　
今
森
光
彦
さ
ん
の
昆
虫
を
中
心
と

　
し
た
自
然
写
真
約
３０
点

■
観
覧
料

　
大
人
　
　
　
３
０
０（
２
０
０
）円

　
小
・
中
学
生
２
０
０（
１
０
０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■
休
館
日
 
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
、

　
開
館
）、
祝
日
の
翌
日
、
た
だ
し
、

　
８
月
１３
日（
月
）は
開
館

■
問
い
合
わ
せ
 
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
例
年
開
催
し
て
い
る
「
田
淵
行
男

を
偲
ぶ
常
念
登
山
」
に
代
わ
り
、
今

回
は
、
田
淵
の
研
究
の
場
の
ひ
と
つ

で
あ
る
上
高
地
を
散
策
し
ま
す
。

■
日
時
 
８
月
２１
日（
火
）

　
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
５
時

■
場
所
 
上
高
地（
松
本
市
）

■
講
師
 
飯
沼
冬
彦
さ
ん

　（
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

■
定
員
 
２８
人

■
受
講
料
 
１
、５
０
０
円（
受
講
料
・

　
入
館
料
・
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
方
法
 
７
月
３１
日（
火
）

　
〜
８
月
１２
日（
日
）ま
で
に
田
淵

　
行
男
記
念
館
窓
口
に
受
講
料
を

　
添
え
て
お
申
し
込
み
だ
さ
い
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

■
問
い
合
わ
せ
 
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
旧
明
科
町
内
で
６
年
の
歳
月
を
か

け
、
植
物
の
生
育
や
動
物
の
生
息
な

ど
貴
重
な
自
然
に
つ
い
て
記
録
し
た

明
科
町
史
が
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

見
や
す
い
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
、
植
物

や
動
物
の
写
真
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
前
の
索
引
付

き
で
ペ
ー
ジ
が
探
し
や
す
く
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
市
町
村
史
で
は
県
内
初

の
図
鑑
と
デ
ー
タ
の
記
録
を
パ
ソ
コ

ン
で
見
ら
れ
る
Ｃ
Ｄ
と
、
植
生
の
状

況
が
地
図
で
分
か
る
植
生
図
も
添
付

し
て
い
ま
す
。

■
購
入
方
法
 
明
科
公
民
館
の
窓
口

　
で
直
接
購
入
す
る
か
、
宅
配
を
希

　
望
す
る
人
は
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

■
頒
布
価
格
 
５
、０
０
０
円（
税
込

　
み
）宅
配
を
希
望
す
る
場
合
は
、別

　
途
送
料
６
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
　

　
明
科
公
民
館
内
明
科
教
育
課

　
　
　
　
　
　（
℡
６２
・
４
６
０
５
）

　
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
お
話
の
世

界
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
語
り
手
は
東
京
で
活
躍
中
の
山
田

憲
子
さ
ん
と
穂
高
絵
本
と
お
話
の
会

の
会
員
で
す
。

■
日
時
 
８
月
１０
日（
金
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
２０
分

■
場
所
 
穂
高
会
館
講
義
室

■
対
象

 
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
、
大
人

■
参
加
費
 
無
料

■
問
い
合
わ
せ
 

　
穂
高
図
書
館（
℡
８４
・
０
１
１
１
）

と
よ

み

か
つ
の
り

か
つ
ら

し
の

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

 

明
科
公
民
館

明
科
町
史
自
然
編
発
刊

穂
高
絵
本
と
お
話
の
会

夏
の
夜
の
お
は
な
し
会

ドキドキ・ワクワクお話の世界

8月の おはなし
図書館

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室�(Tel.72・2158)

２４日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室�(Tel.84・0111)

１８日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 図書館ビデオ上映会
三郷公民館第１・２講義室�(Tel.77・2109)

  １１日（土）１０：００～

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72・5796)

  ８日（水）１１：００～（幼児対象）
２２日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
ひまわり和室�(Tel.62・1122)

２５日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

ちゃん��(三郷小倉)

お
す
す
め
の
一
冊

あ
し
た
も
と
も
だ
ち

内
田

麟
太
郎

著 ＊大人も楽しめます。

�� 7月号広報

　本当は優しいオオカミは、友だちのキツネに自

分の優しいところを隠そうとします。素直になれ

ないオオカミですが、キツネはちゃんとオオカミ

の優しさに気づいています。2人の友情はとって

もすてきです。第１作「あしたもともだち」を読

んだとたん、子どもは次が読みたいと言っていま

した。（お母さん談）

岩村 真歩

豊
科
近
代
美
術
館
・
豊
科
郷
土
博
物
館

夏
の
特
別
展

安
曇
野
で
み
る
彫
刻

田
淵
行
男
記
念
館
・
特
別
展

世
界
の
昆
虫
た
ち

〜
今
森
光
彦
写
真
展
〜

舟越桂「高く歩く」撮影：早川宏一

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室

第
5
回

ア
カ
エ
リ
ト
リ
バ
ネ
ア
ゲ
ハ

撮
影
・
今
森
光
彦
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行こうよ。夏まつり

あ
づ
み
野
祭
り

第
28
回
 

7
月
28
日（
土
）

信
州
安
曇
野
わ
さ
び
祭
り

第
24
回
 

8
月
5
日（
日
）

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

第
　
回
 

8
月
11
日（
土
）

22

あづみ野祭り交通規制

県安曇野庁舎

鮨
昌

本
部

長
野
銀
行

Ｒ
１
４
７

豊科
近代美術館

八十二銀行

アップルランド
デリシア

成相
交差点

Ｊ
Ｒ
豊
科
駅

P P

P

P

P

● ●

●●

●
●

●

●

●

新田
交差点

サ
テ
ィ

豊科総合支所

ふるさと夏祭り交通規制

三郷中学校

一
日
市
場
公
園

三柱神社

三
郷
小
学
校 真光寺

三郷
総合支所

体育館

交番

一
日
市
場
駅

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

農
 
道

八
十
二
銀
行

セブンイレブン

●

●

●

●

●
●

●
●●

●

●●

三郷文化公園

交通規制のお知らせ ―規制中はご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします―

今年の夏の過ごし方はもう決まりましたか？
市内で行われる夏のイベントをまとめてご案内します。

　
昭
和
５５
年
「
心
の
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
始
ま
っ
た
祭

り
で
す
。
あ
づ
み
野
ば
や
し
踊
り
で

は
、
地
元
の
区
や
企
業
、
各
種
団
体

か
ら
、
約
４０
連
、
３
、０
０
０
人
が

参
加
し
ま
す
。
工
夫
し
た
衣
装
や
山

車
も
見
も
の
で
す
。

▽
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

　
午
後
４
時
３０
分
〜

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　

　
午
後
５
時
３０
分
〜

▽
あ
づ
み
野
ば
や
し
踊
り

　
午
後
６
時
３０
分
〜

▽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　
午
後
８
時
２０
分
〜

 
場
所
＝
豊
科
駅
前
通
り
周
辺
　

■
実
行
委
員
会

　（
商
工
会
内
℡
７２
・
２
９
８
６
、　

　
観
光
振
興
係
内
℡
７７
・
３
１
１
１
）

　
メ
イ
ン
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
安
曇

野
に
は
、
県
内
外
か
ら
３５
チ
ー
ム
、

１
、５
０
０
人
が
参
加
予
定
。
派
手

な
衣
装
、
鳴
子
を
手
に
し
た
独
創
的

な
踊
り
は
見
も
の
で
す
。

▽
開
会
式
 
午
前
９
時
１５
分
〜

▽
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
安
曇
野

　
午
前
１０
時
〜

▽
納
涼
祭
 
午
後
６
時
〜

　
場
所
＝
穂
高
駅
前
通
り
・
穂
高
神

　
社
北
神
苑

■
実
行
委
員
会

　（
商
工
会
内
℡
８２
・
５
８
２
０
、　

　
観
光
振
興
係
内
℡
７７
・
３
１
１
１
）

　　
「
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
ひ

と
と
き
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
で
２２

回
目
を
迎
え
る
三
郷
の
夏
祭
り
。
メ

イ
ン
の
花
火
大
会
を
は
じ
め
、
ゲ
ー

ム
、
踊
り
、
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

▽
開
会
式
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
午
後
５
時
３０
分
〜

▽
花
火
大
会
�
午
後
８
時
１５
分
〜

　
場
所
＝
三
郷
文
化
公
園

■
実
行
委
員
会

　（
商
工
会
内
℡
７７
・
３
１
７
０
、　

　
地
域
支
援
課
内
℡
７７
・
３
１
１
１
）

17:30～22:00

7/28
16:00～22:00

7/28

20:00～21:30
8/11

information

…………………………………………………………………………………………

電
子
防
鳥
機
購
入
助
成

　
市
で
は
、
農
作
物
の
鳥
類
被
害
対
策

お
よ
び
騒
音
対
策
と
し
て
、
本
年
度
に

「
電
子
防
鳥
機
」を
購
入
し
た
農
家
を
対

象
に
購
入
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

農
作
物
被
害
対
策
と
し
て
、
次
の
内

容
で
、
電
子
防
鳥
機
を
購
入
さ
れ
た

場
合
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
内
容
　

・
電
子
防
鳥
機
の
購
入
費

※
電
子
音
声
で
、
鳥
の
警
戒
音
な
ど

　
の
鳴
き
声
を
出
し
て
鳥
か
ら
の
食

　
害
を
防
ぐ
機
械

・
対
象
者
　
市
在
住
農
家

・
対
象
台
数
　
１
戸
に
つ
き
１
台

■
助
成
額
　
購
入
価
格
の
３
分
の
１

　
以
内
で
１
万
円
を
上
限
と
し
て
予

　
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

・
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
備
え
付

　
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
上
、
９
月
２８
日（
金
）ま
で
に
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
で
審
査
後
、
申
請
数
に
応
じ
て
予

　
算
内
で
助
成
額
を
決
定
し
ま
す
。

・
実
績
報
告
と
し
て
、
電
子
防
鳥
機
の

　
購
入
が
確
認
で
き
る
領
収
書
ま
た
は

　
購
入
明
細
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

※
な
お
、
電
子
防
鳥
機
の
購
入
期
限
は
、

　
１０
月
３１
日（
水
）ま
で
と
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
内
産

　
業
観
光
部
農
政
課（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
産

　
業
振
興
係

　県下一斉に『夏の交通安全やまびこ運動』が実施されます。
　安曇野市内では、運転席のシートベルト着用は定着しつつありますが、助手席・後
部座席の着用が依然低調です。シートベルトは、皆さんの命だけでなく、同乗者・家族
の生活も守ります。特にチャイルドシートは、小さなお子さんの命を保護します。運転者
の安全の確保だけでなく、運転する責任として同乗者にもシートベルト、チャイルドシー
トの着用を促しましょう。
　警察・関係機関では、シートベルトの着用恒常化を目指し１１月まで「シートベルトパー
フェクト作戦」を実施します。運転する際は、シートベルトの着用するよう心掛けましょう。
 高齢者の皆さんへ

　高齢ドライバーの皆さん、夏休みに入り、車の交通量は倍増します。慎重で無理の
ない安全な運転を心掛けましょう。また、歩行者や自転車を利用される皆さんは、十分
な安全確認をして道路を横断しましょう。
　夏の行楽シーズンを迎え、さわやかな安曇野に多くの観光客が訪れます。市民の皆
さん一人ひとりが率先して交通マナーやルールを守り、観光客に安全でやさしいまち「安
曇野」をＰＲしましょう。
■問い合わせ　堀金総合支所内危機管理室生活安全係（℡７２・３１０６）

信濃路は  ルールとマナーの  走るみち。

7月25日（水）～31日（火）夏の交通安全やまびこ運動

工 　  事  　 名 工　事　個　所 請　負　者 請負代金

（単位：円）入札契約結果（平成19年5月分）

( 市単 )豊科公共下水道野田中央枝線第2工区管渠工事

ほりでーゆ～四季の郷　本館貯湯槽等交換改修工事

豊科光（国道19号）

堀金烏川

5,250,000

23,625,000

猿田建設㈱

新菱冷熱工業㈱松本営業所

わさび祭り交通規制

穂高プール

穂高総合支所

碌山
美術館

穂高東
 中学校

穂高神社

市職員
駐車場

JR穂高駅

八十二銀行

けんしん

至大町

至大町

至松本

至豊科IC

至松本

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

長野銀行

R147

信金

17:00～21:30

8/5

9:00～21:30

8/5
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市
で
は
、
公
的
年
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
外
国
人
高
齢

者
お
よ
び
外
国
人
身
体
障
害
者
に
特

別
給
付
金
を
支
給
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
８
月
末
日
ま
で
に
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
外
国
人
高
齢
者
の
人

・
大
正
１５
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
人

②
外
国
人
身
体
障
害
者
の
人

･
昭
和
３６
年
１２
月
３１
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
人

・
昭
和
５７
年
以
前
よ
り
身
体
障
害
者

　
手
帳
を
お
持
ち
の
一
・
二
級
の
人

・
療
育
手
帳
Ａ
の
人

※
こ
こ
で
の
外
国
人
と
は
、
安
曇
野

　
市
に
１
年
以
上
外
国
人
登
録
し
、

　
昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前
よ
り
日

　
本
に
永
住
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

■
共
通
要
件

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

・
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い
人

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
 

　
い
人

※
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

　
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。（
扶
養

　
親
族
の
有
無
や
そ
の
数
で
支
給
条

　
件
が
異
な
り
ま
す
）

■
申
請
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
８１
・
０
７
３
１
）

　
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
１９
年
５
月
の
開
発
審
査
分

　（
承
認
日
　
平
成
１９
年
６
月
１４
日
）

■
株
式
会
社
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発

 
事
業

・
場
所
　
穂
高
５
２
８
２
番
１

・
開
発
面
積
　
１
、２
２
１
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
建
設
４

　
区
画

■
株
式
会
社
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発

 
事
業

・
場
所
　
穂
高
柏
原
６
２
９
番
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
４
、９
４
７
・
５
６
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
建
設
１４

　
区
画

■
︵
仮
称
︶
社
会
福
祉
法
人
﹁
す
ば
る
安

 
曇
野
共
生
会
﹂の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
７
５
５
２
│

２
他

　
７
筆

・
開
発
面
積
　
７
、２
７
５
・
２
２
㎡

・
目
的
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　「
穂
高
苑
」
の
建
設

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
夏
は
、
汗
を
か
き
や
す
く
、
皮
ふ
の

露
出
部
分
が
多
く
な
り
、
ま
た
疲
労
か

ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
な
ど
、
感
電

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
毎
年
８
月
を
全
国
一
斉
に
行
う

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
ご
家
庭
で
も
安
全
点
検
を
十
分
に
行

い
、
悪
い
個
所
は
早
め
に
直
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
電
気
の
ご
相
談
な
ど
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　（
財
）中
部
電
気
保
安

　
協
会
大
町
事
業
所

　
　
（
℡
０
２
６
１
・
２３
・
２
０
１
２
）

　
警
察
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
身
内
の

人
な
ど
の
行
方
不
明
で
お
困
り
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

８
月
に
は
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相

談
所
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
を
利
用
す
る
場
合
は
、
担
当
の

　
係
員
が
事
件
な
ど
で
不
在
に
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
電
話
で
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
警
察
署
刑
事
課
鑑
識
係
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
０
１
１
０
）

平
成
１９
年
度
自
衛
官
等
募
集

穂
高
地
域
 
開
発
事
業
の
承
認

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所

市人権教育指導員

  曽根原 孝和

ふりかえる 外
国
人
高
齢
者
・
身
体
障
害
者

特
別
給
付
金
の
支
給

﹁
夢
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
佐
久
﹂

作
品
展
作
品

長
野
県
水
産
試
験
場

夏
休
み
親
子
釣
り
教
室

相

談

　
長
野
県
と
長
野
県
障
害
者
文
化
芸

術
祭
実
行
委
員
会
は
、
第
１０
回
長
野

県
障
害
者
文
化
芸
術
祭
を
開
催
し
ま
す
。

そ
こ
で
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
。
あ

な
た
の
作
品
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
展
示
期
間

　
９
月
２１
日（
金
）〜
２３
日（
日
）

■
展
示
場
所
　
長
野
県
佐
久
創
造
館

■
応
募
資
格
　
県
内
に
住
所
を
有
し
、

　
障
害
が
あ
る
人

■
申
込
期
限
　
８
月
１０
日（
金
）

■
応
募
規
定

・
部
門
　
絵
画
・
手
芸
・
工
芸
・
書
道
・

　
写
真

・
応
募
点
数
　
個
人
ま
た
は
共
同
作

　
品
で
出
品
す
る
場
合
、
全
部
門
で

　
１
点
と
し
ま
す
。

・
作
品
の
規
格
な
ど

　
応
募
作
品
は
、
平
成
１８
年
８
月
以

　
降
に
制
作
し
た
も
の

・
そ
の
他
　
各
部
門
の
規
格
な
ど
は
、

　
申
込
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
応
募
手
続
・
申
し
込
み

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
市
福

　
祉
事
務
所

　（
℡
８１
・
０
７
２
４
　
８１
・
０
７
０
３
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
県
水
産
試
験
場
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
親
子

釣
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
釣

り
の
仕
掛
け
作
り
や
水
生
生
物
の
観
察

を
通
し
、
釣
り
の
楽
し
み
を
体
験
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
３１
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　
県
水
産
試
験
場

■
参
加
費
　
５
０
０
円

　（
釣
り
具
材
料
・
保
険
料
込
み
）

■
対
象
 
小
学
生
親
子
お
よ
び
中
学
生

■
定
員
　
２０
組

■
申
込
期
限
　
７
月
２４
日（
火
）ま
で
に

　
電
話
で
長
野
県
水
産
試
験
場
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
水
産
試
験
場

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
６２
・
２
２
８
１
）

　
防
衛
省
で
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員

「
自
衛
官
等
」
の
受
け
付
け
お
よ
び
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協

　
力
本
部
松
本
地
域
事
務
所
・
広
報
セ

　
ン
タ
ー「
信
濃
」（
℡
３６
・
２
７
８
７
）

　随分前のことです。山間地で商店を営んで

いる知人が「わしは、夜、床に入って、一日

のことを振り返るんだ。今日会った人に悪い

ことや気になることを言わなかったか一人ひ

とり思い出す。何もなかったらよく眠ること

ができるんだよ」と話してくれました。めっ

たに自分のことを語ることがない知人の言葉に、

とても感動しました。それ以後、自分でも振

り返ることを心掛けていますが、できないこ

とが多く心が痛みます。身近なことを二つ述

べます。一つは、感謝の心が伝わらなかった

ことです。会合の準備をしている時、Aさん

が「○○がすみました」と言うと「ありがと

う」と声に出して返事をした人が、Bさんが「△

△がすみました」と言った時にはうなずいて

いたのです。うなずいて返事をした気でいた

ようですが、どうも伝わらなかったようです。

こんな一場面を見て、声に出す・顔を見る・

同じ様にする、忙しいときには一層気を付け

たいと思いました。二つには、家の中での電

話の対応です。目の前にある電話が鳴った時、

「電話だよ」と台所にいる妻に声を掛けてし

まうことがあるのです。心も体も自然に動く

ようにしたいです。ときどき自らを振り返り

ながら、わたしと人との間に、温かい心が素

直に伝わるようにしたいと思うこのごろです。

FAX

日　　時 場　　所

年間を通じて
午前9時30分～午後5時
（土・日曜など休日を除く）

警察本部鑑識課
【長野市松代町警察

機動センター内】
　（℡ 026・278・9500）

８月１日～31日
午前9時30分～午後5時
（土・日曜など休日を除く）

県下各警察署の刑事課、生活
安全課または生活安全刑事課

８月２日（木）
午前9時30分～午後5時

松本警察署
（℡ 0263・25・0110）

出張相談所

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

２等陸・海・空士 男子

男女看護学生

１８歳以上
２７歳未満

年間を通じて
行っています

７月１４日
９月２日・９月１５日
９月１６日・９月２９日

高卒（見込含）
２４歳未満

９月８日から
９月２８日

１次　１０月１４日
２次　１１月１７日・１８日

防衛医科大学校学生

自衛隊生徒（陸）

一般

推薦
男女

男女

男子

高卒（見込含）
２１歳未満

高卒（見込含）
２１歳未満

中卒（見込含）
１７歳未満

９月７日から
９月２８日

１次　１１月１０日・１１日
２次　１２月１１日～１４日

９月５日から
９月７日

９月２３日・２４日

９月７日から
９月２８日

１次　１１月３日・４日
２次　１２月５日～７日

11月1日から
平成２０年1月8日

１次　平成２０年１月１２日
２次　平成２０年１月２５日～２８日

警察ホームページ（http://www.pref.nagano.jp/police/）
にも情報を掲載していますのでご覧ください。

防衛大学校
学　　　 生

手や足が濡れたままで

電気器具にさわっていませんか？

　電気には、水が禁物。手や足が濡れたまま
で、電気器具やスイッチにさわらないでくだ
さい。



 
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌
の

分
別
で
、
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
し
た
。

 
　
折
り
込
み
広
告
は
新
聞
紙
と
一

緒
に
出
せ
る
の
に
、
な
ぜ
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
の
雑
紙
は
分
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

 
　
雑
紙
は
、
の
り
付
け
や
ホ
チ
キ

ス
留
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

新
聞
紙
と
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程

が
変
わ
る
た
め
で
す
。

 
　
ホ
チ
キ
ス
針
な
ど
の
金
具
は
取

り
除
い
た
方
が
良
い
で
す
か
。

 
　
ホ
チ
キ
ス
針
程
度
な
ら
製
紙
工

場
で
紙
を
溶
か
す
段
階
で
離
れ
る
の

で
外
さ
な
く
て
結
構
で
す
。
し
か
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ク
リ
ッ
プ
、
粘
着
テ
ー
プ
は

工
場
の
機
械
を
傷
め
る
の
で
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。

 
　
紙
類
は
雨
の
日
で
も
回
収
し
て

い
ま
す
が
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

 
　
紙
類
は
製
紙
工
場
で
溶
解
し
て

か
ら
再
生
紙
に
な
る
の
で
ぬ
れ
て
も

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ぬ
れ
る
と
品
質
の
低
下
や
重
量

暮らし疑問

一問一答！
　
未
成
年（
中
高
生
）の
飲
酒
経
験
者

が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
で
す
か
？

　
調
査
に
よ
る
と「
何
回
も
飲
ん
だ
」

「
遊
び
で
飲
ん
だ
」
と
回
答
し
た
中

高
生
の
合
計
は
４２.
６
％
と
、
約
半

数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
人
か

ら
飲
酒
を
勧
め
ら
れ
た
経
験
が
あ
る

中
高
生
は
３５.
２
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
本
来
、
未
成
年
の
飲
酒
を
注
意

す
べ
き
大
人
が
、
逆
の
行
動
を
と
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 
未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
身
体
の
成
長
に
悪
影
響
が
あ
る
。

②
学
習
能
力
が
低
下
す
る
。

③
大
人
に
比
べ
、
早
い
時
期
に
ア
ル

　
コ
ー
ル
依
存
に
な
り
や
す
い
。

④
飲
酒
を
き
っ
か
け
に
タ
バ
コ
や
麻
薬

　
な
ど
薬
物
使
用
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

 
大
人
に
な
っ
て
か
ら
飲
酒
を
は
じ
め

た
人
で
す
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
害

で
苦
し
む
人
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
守
る
た
め
に
も
、「
未
成
年

者
に
は
お
酒
を
飲
ま
せ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
大
人
自
身
が
持
ち
ま
し
ょ
う
。

8月1日～31日

休日当番医

覚えておきたい

安曇野の味
そば粉を使った簡単なお菓子

材料（１０切れ分）　
そば粉１カップ、水１カップ、小豆あん１５０㌘（ゆ
で小豆缶でよい）
作り方
１ボールに材料全部を入
　れ、軽くかき混ぜる。
２細長い耐熱容器にラッ
　プを敷き１を流し入れ
　電子レンジ（５００㍗）で
　５分加熱する。（この
　分量だとミニサイズの
　ラップ〈２２㌢幅〉の空
　箱にラップを敷いて使
　うとちょうど良い。レ
　ンジの機種によって加
　減する）
３冷めたら適当に切り分
　ける。

数字で探る

私たちの健康

大
人
が
原
因
。未
成
年
の
飲
酒

今月の料理人

豊科

手塚 三保子さん

塔の原内川医院

長瀬内科医院

池田医院

アルプス歯科クリニック

追分クリニック

神谷小児科医院

和田医院

丸山歯科医院

伊藤医院

須澤クリニック

土屋クリニック

飯島歯科医院

穂高病院

高橋医院

百瀬医院

ちかぞえ歯科医院

堀内医院

柏原クリニック

安曇野形成皮ふｸﾘﾆｯｸ

上條歯科医院

古川整形外科医院

中田医院

たかはしクリニック

高橋喜博歯科医院

清沢医院

石田医院

米倉医院

佐野歯科クリニック

[明科]

[豊科]

[三郷]

[三郷]

[穂高]

[豊科]

[堀金]

[豊科]

[明科]

[穂高]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[穂高]

[三郷]

[堀金]

[穂高]

[豊科]

[堀金]

[穂高]

81-2121

72-7286

77-2055

77-8901

82-2129

72-5162

72-2047

72-2202

62-2051

82-2993

71-1811

82-0306

82-2474

82-2561

82-2205

88-7770

82-3324

82-7222

71-2345

82-2215

82-8880

82-2339

77-7880

73-3771

82-7600

72-2766

72-2354

82-2073

5日・日

12日・日

14日・火
（盆休）

15日・水
（盆休）

16日・木
（盆休）

19日・日

26日・日

紙
の
分
別
、こ
こ
が
分
か
ら
な
い

　使い終えた古紙を回収し、再生
利用して紙を作り、使い終わったら
再び回収する、これが紙のリサイク
ルです。
 古紙の利用は、森林資源の保
全や製造負荷の軽減、ごみの減量
などに大きく役立ち、１㌧の古紙を
リサイクルすると２０本の木が守ら
れるといわれます。
 昨年度、安曇野市の家庭から排
出された約４,７００㌧の古紙は、松
川村にある事業施設に一時保管
されました。そこから、新聞紙は静
岡県の製紙工場へ、雑誌雑紙とダ
ンボールは松本市の製紙工場へ、
飲料紙パックと紙製容器包装はそ
れぞれ愛知県の古紙再生工場へ
持ち込まれ、丁寧な選別が行われ
た後、リサイクルペーパーとして利
用できる再生原料に生まれ変わり
ました。最後は製紙メーカーに運ば
れ、再び古紙利用製品となりました

QAQ

安曇野といえば、おそばです。上質のタンパク
質・ルチンが含まれ、血圧を下げる効果のある
そば粉を食卓にたくさん取り入れたいものです。
そこで、そば粉を使った簡単で手軽なお菓子を
紹介します。

QAQA

リ
サ
イ
ク
ル
で
森
林
を
守
る

未成年者の飲酒

 ここ１年でお酒を飲みましたか？
（H１６ 旧５町村次世代育成支援に関する調査より）

※変更になることがあります。  ご利用前に医療情報案内（0120-890-423）
　で確認してください。
※受付は午前９時から午後５時まで、歯科医院の受付は午前９時から正午
　までです。

（分別された古紙）

新聞紙

飲料紙パック

ダンボール

雑誌雑紙

紙製容器包装

（古紙利用製品）

新聞紙

トイレットペーパー

ダンボール

ダンボール

ダンボール

が
増
え
経
費
が
か
か
る
と
い
う
面
も

あ
り
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
雨
の

日
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

 
　
小
さ
な
紙
の
容
器
が
バ
ラ
バ
ラ

し
て
う
ま
く
出
せ
ま
せ
ん
。

 
　
　
　
マ
ー
ク
の
付
い
た
紙
袋
に

入
れ
る
か
、
大
き
な
箱
の
間
に
挟
む

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

 
　
間
違
え
や
す
い
品
目
は
？

 
　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の

芯
は
、
容
器
で
も
包
装
で
も
な
い
の
で

「
雑
誌
・
雑
紙
」に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

和
紙
・
カ
ー
ボ
ン
紙
・
感
熱
紙
・
写

真
・
ビ
ニ
ー
ル
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

紙
は
、「
も
え
る
ご
み
」と
な
り
ま
す
。

AQA

ざ
つ
が
み

��7月号広報�� 7月号広報

く ら し の ぺ ー じく ら し の ぺ ー じ

60％

50％ 

40％ 

30％ 

20％ 

10％ 

0％
何
回
も

あ
る

遊
び
で

飲
ん
だ

な
い

無
回
答

男子
女子

事業施設に集められた「雑紙」
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◆
あ
る
日
の
仕
事
帰
り
雨
上
が
り
の
道
を

歩
い
て
い
る
と
、足
元
の
水
た
ま
り
に
虹
が

う
つ
っ
て
い
ま
し
た
。
見
上
げ
る
と
、東
の
空

に
虹
が
。
空
の
虹
よ
り
足
元
の
虹
が
先
に
目

に
入
る
な
ん
て
、い
つ
も
う
つ
む
き
が
ち
に

歩
い
て
い
た
の
か
な
。
 

◆
梅
雨
の
時
期
に
咲
き
始
め
る
ア
ジ
サ
イ
。

雨
に
打
た
れ
な
が
ら
咲
い
て
い
る
姿
は
何

と
な
く
さ
わ
や
か
で
心
和
む
風
景
で
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
花
言
葉
は

意
外
に
も「
移
り
気
」だ
そ
う
で
す
。

◆
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
へ
、取
材
し
た
方
の

思
い
を
表
現
す
る
難
し
さ
を
、今
更
な
が
ら

感
じ
ま
す
。
も
っ
と
本
を
読
ん
で
お
け
ば
良

か
っ
た
と
反
省
し
つ
つ
、せ
が
む
子
ど
も
に
も
、

ず
く
を
出
し
読
ん
で
あ
げ
よ
う
と
思
う
次

第
で
す
。

◆
区
長
会
長
の
河
村
さ
ん
は
「
な
か
ら
」
と

い
う
方
言
に
、何
と
も
言
え
な
い
優
し
さ
や

情
緒
感
じ
る
そ
う
で
す
。
私
の
消
防
団
の
先

輩
は
「
は
ー
る
か
ぶ
り
だ
ね
」
と
い
う
言
い

方
が
好
き
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
安
曇
弁
が
好
き
で
す
か
。広報 あづみの
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古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

今月の色

濃鼠
koi-nezu

2007. 7. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,451人（+107）

48,214人（ +63）

51,237人（ +44）

36,026世帯（ +88）

印刷経費1部　22円

暗い深みのある灰色

初
夏
の
気
配
漂
う
６
月
中
旬
、

鳥
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い
公
園
内
。

濃
い
灰
色
の
カ
モ
シ
カ
が
、

突
然
、姿
を
現
し
ま
し
た
。

そ
っ
と
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と

カ
モ
シ
カ
は
木
々
の
中
へ
―
。

公
園
内
に
は
、鳥
の
さ
え
ず
り
と

自
分
の
鼓
動
だ
け
が

静
か
に
響
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

編
集
後
記

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の二

十
二

次回発行・・・ 

KT SM

お知らせ版 8月8日（水）

静寂の瞬間
～烏川渓谷緑地森林エリアにて～

と き


